
の
う
ち
二
の
引
用
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
『
小
品
方
』
以
外

か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
処
方
の
単
方
の
占
め
る
率
は
『
外
台
秘
要

方
』
で
は
五
二
回
の
記
載
の
う
ち
三
六
回
、
『
医
心
方
』
で
も
三
九

回
の
記
載
の
う
ち
二
六
回
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
つ
以
上
の
文

献
に
記
載
さ
れ
、
比
較
的
多
く
の
本
に
ふ
ら
れ
る
処
方
に
は
単
方
が

多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
七
世
紀
ま
で
の
主
要
な
医
書
の

う
ち
で
は
『
千
金
方
』
に
最
も
多
く
『
小
品
方
』
の
処
方
が
引
用
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
と
め

『
小
品
方
』
か
ら
後
世
の
医
書
に
引
用
さ
れ
た
処
方
の
構
成
生
薬

は
単
方
が
多
く
、
そ
の
用
法
は
多
種
で
あ
り
、
内
服
と
外
用
の
比
は

三
対
一
で
、
内
服
で
は
煎
用
と
丸
散
剤
と
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。

『
小
品
方
』
の
処
方
は
、
七
世
紀
以
前
に
は
『
千
金
方
』
に
最
も

多
く
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
処
方
は
救
急

用
の
処
方
な
ど
が
多
く
、
単
方
が
多
い
。
『
医
心
方
』
、
『
外
台
秘
要

方
』
、
『
千
金
方
』
と
い
っ
た
医
書
に
は
、
救
急
時
に
簡
単
に
処
方
で

き
る
も
の
が
『
小
品
方
』
か
ら
選
ば
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
傾

向
は
と
く
に
小
児
門
で
強
く
み
ら
れ
る
。
（
開
業
）

日
本
の
伝
統
医
学
の
発
展
史
に
お
い
て
、
一
七
世
紀
の
後
半
は
、

後
世
方
派
医
学
の
確
立
期
と
古
方
派
医
学
の
興
隆
期
の
は
ざ
ま
に
あ

っ
て
、
一
見
歴
史
的
意
義
の
乏
し
い
時
期
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
、
こ
の
時
期
は
中
国
医
学
の
受
容
と
普
及
の
面
で
、
飛
躍
的
な
発

展
を
見
た
時
期
と
も
言
え
る
。

一
六
三
九
年
ま
で
に
い
わ
ゆ
る
鎖
国
体
制
が
完
成
し
、
対
外
交
渉

は
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
が
、
江
戸
初
期
に
は
積
極
的
に
中
国
文
化
の

移
入
が
計
ら
れ
た
。
そ
の
媒
介
と
な
る
の
は
、
殆
ど
書
物
の
み
に
限

ら
れ
た
。
こ
の
時
代
の
日
本
の
医
学
の
姿
を
知
り
、
さ
ら
に
は
一
八

世
紀
以
降
の
独
自
の
発
展
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
医
家
が

ど
の
よ
う
な
医
書
を
学
習
し
て
い
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。江

戸
時
代
前
半
の
目
覚
し
い
文
化
の
発
展
の
一
要
素
と
し
て
見
過

書
籍
目
録
に
見
ら
れ
る
一
七
世
紀
後
半

の
流
通
医
書

平
馬
直
樹
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す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
出
版
文
化
の
興
隆
で
あ
る
。
一
七
世
紀
中
葉
ま

で
に
京
都
を
中
心
に
、
出
版
業
が
経
済
的
に
成
り
立
つ
よ
う
に
な

る
。
書
籍
が
商
業
的
に
流
通
し
、
出
版
物
の
目
録
が
印
刷
さ
れ
流
布

す
る
よ
う
に
な
る
。
書
籍
目
録
は
寛
文
期
以
後
の
お
よ
そ
一
五
○
年

間
に
繰
り
返
し
出
版
さ
れ
、
医
書
を
含
め
、
私
家
版
を
除
く
書
店
に

流
通
す
る
出
版
物
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
お
り
、
当
時
の
出
版
状
況
を
知

る
基
本
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
が
、
慶
応
大
学
斯
道
文
庫
よ

り
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
と
し
て
影
印
出
版
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
調
査
は
容
易
で
あ
る
。
同
集
成
収
録
本
か
ら
、
遺
漏

が
少
な
く
、
よ
く
流
通
し
た
と
さ
れ
る
寛
文
一
○
年
（
一
六
七
○
）

刊
の
『
増
補
書
籍
目
録
』
と
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
『
広
益

書
籍
目
録
』
を
中
心
資
料
に
、
一
七
世
紀
後
半
の
流
通
医
書
の
傾
向

を
調
査
し
た
。

Ａ
『
増
補
書
籍
目
録
』
二
巻
二
冊
。
そ
の
刊
記
か
ら
刊
行
年
が
特

定
で
き
る
最
古
の
書
籍
目
録
。
内
容
体
裁
と
も
整
い
、
そ
の
版
式
と

著
録
様
式
が
以
後
の
目
録
に
踏
襲
さ
れ
る
。
三
六
門
に
分
類
さ
れ
、

医
書
部
門
に
は
二
四
七
種
の
書
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
『
広
益
書
籍
目
録
』
五
巻
五
冊
。
元
禄
ま
で
の
刊
行
物
を
多
数

網
羅
。
以
後
も
摺
印
を
重
ね
、
江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
の
代
表
的
存

在
。
分
類
は
四
六
門
。
医
書
部
門
に
は
四
四
三
種
が
収
載
さ
れ
て
い

プ
○
○

収
載
医
書
の
書
名
は
必
ず
し
も
正
確
で
な
く
、
撰
者
名
も
付
さ
れ

て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
漢
籍
の
翻
刻
か
、
和
医
書
か
不
明
の
も
の

も
あ
る
が
、
Ａ
・
Ｂ
二
書
か
ら
当
時
の
出
版
医
書
の
傾
向
を
分
析
す

プ
（
》
Ｏ

一
六
七
○
年
刊
の
Ａ
の
収
載
医
書
の
う
ち
、
百
種
余
り
が
漢
籍
医

書
の
翻
刻
で
あ
り
、
四
四
種
が
漢
籍
の
解
説
書
や
頭
注
書
、
八
○
種

余
り
が
和
医
書
で
あ
る
。
漢
籍
医
書
は
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

①
『
黄
帝
内
経
』
・
『
難
経
』
・
『
千
金
方
』
・
『
諸
病
源
候
論
』
・
『
三

因
方
』
な
ど
の
古
典
的
基
本
典
籍
。
既
に
か
な
り
網
羅
さ
れ
て
お

り
、
『
傷
寒
論
』
・
『
金
置
要
略
』
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
②
後
世
方

派
の
拠
り
所
と
す
る
金
元
・
明
初
の
医
書
、
『
丹
渓
纂
要
』
・
『
医
学

正
伝
』
・
『
玉
機
微
義
』
・
『
東
垣
十
書
』
な
ど
。
ち
な
承
に
後
世
方
派

の
教
科
書
と
も
い
え
る
『
啓
迪
集
』
に
引
用
さ
れ
る
六
四
種
の
中
国

医
書
の
う
ち
、
四
四
％
に
あ
た
る
二
八
種
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
曲

直
順
流
の
影
響
は
強
大
で
あ
っ
た
。
③
『
赤
水
玄
珠
』
・
『
医
学
入
門
』

．
『
類
経
』
・
『
証
治
準
縄
』
な
ど
の
一
七
世
紀
の
新
来
医
書
。
醇
己
．

襲
廷
賢
・
李
中
梓
ら
明
代
の
啓
蒙
的
医
家
の
著
作
が
多
数
収
録
さ
れ
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る
。

次
に
和
医
書
の
著
者
は
、
最
多
の
著
者
は
曲
直
瀬
道
三
で
あ
り
、

そ
の
他
も
玄
朔
。
岡
本
玄
冶
ら
曲
直
瀬
の
学
統
の
医
家
が
大
部
分
を

占
め
る
。
主
な
漢
籍
基
本
典
籍
は
、
そ
の
解
説
・
頭
注
書
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
撰
者
は
、
吉
田
意
安
・
松
下
見
林
・
古
林

見
宜
・
饗
庭
東
庵
ら
儒
学
の
素
養
の
深
い
医
家
達
で
あ
る
。

Ａ
よ
り
二
二
年
後
の
一
六
九
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
Ｂ
に
は
、
Ａ
に

収
録
さ
れ
る
医
書
は
ほ
ぼ
悉
く
載
っ
て
い
る
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た

お
よ
そ
二
百
種
が
、
こ
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
医
書
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
漢
籍
は
約
四
○
種
、
そ
の
解
説
・
頭
注
書
は
約

四
○
種
、
和
医
書
が
約
一
二
○
種
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
和
医
書
が
飛

躍
的
に
増
え
て
、
全
体
の
半
数
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漢

籍
の
一
部
は
従
来
の
刊
行
書
の
新
版
や
改
刻
版
で
、
新
た
な
翻
刻
医

書
は
少
な
い
。
一
六
六
一
’
八
四
年
の
清
朝
に
よ
る
遷
界
令
に
よ

り
、
輸
入
書
籍
が
激
減
し
た
こ
と
も
一
要
因
で
あ
ろ
う
。
解
説
・
頭

注
害
で
は
、
岡
本
一
抱
の
活
躍
が
顕
著
で
あ
る
。
和
医
書
の
新
た
な

著
者
と
し
て
目
に
着
く
の
は
、
名
古
屋
玄
医
・
中
山
三
柳
・
北
山
寿

安
ら
で
あ
る
。
他
に
通
俗
的
和
医
書
が
霧
し
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。

ま
と
め
る
と
、
一
六
七
○
年
ま
で
の
流
通
医
書
は
、
漢
籍
医
書
と

そ
の
解
説
・
頭
注
書
が
主
で
、
基
本
典
籍
は
既
に
網
羅
的
に
翻
刻
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
ま
で
の
出
版
物
は
、
曲
直
瀬
流
医
学
の
影
響

が
顕
著
で
あ
る
。
一
七
世
紀
末
に
は
漢
籍
の
注
解
書
と
、
と
り
わ
け

和
医
書
が
増
大
し
、
啓
蒙
的
・
実
用
的
医
書
が
多
く
な
る
。
一
七
世

紀
後
半
は
、
中
国
医
学
の
忠
実
な
受
容
か
ら
、
医
学
の
日
本
的
展
開

へ
の
転
換
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
な
お
通
俗
化
の

段
階
に
留
ま
っ
て
い
た
と
も
見
ら
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
）
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